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今月のことば

「見よ、兄弟が共に座っている。

なんという恵み、なんという喜

び。｣（旧約聖書:詩編 133-1）

(伊藤幾夫選)

（当クラブは、多摩市社会福祉協議会多摩ボランティア･市民活動支援センターの登録団体です。）

今月の強調テーマ：EF（Endowment Fund）、JEF(東日本区ワイズ基金)､PWA Legacy（4 ページに解説）

【巻頭言】「私たちの SDGs への関わり」
東新部松香部長は「SDGｓ」を今

年度の一つのテーマとして取り

上げられました。「SDGｓ」とは

持続可能でよりよい社会を目指

す国際的な目標ですが、昨今の世

界的な異常気象や地球温暖化が

政治課題となっているため「環

境」に視点が偏りがちです。しか

し「人新世の資本論」（斎藤幸平著）によれば地球

温暖化の解決には途轍もない経済的制約が必要との

ことでこちらは偉い方々にお任せして、私たちはも

っと身近な課題に取り組むことにしましょう。

「SDGｓ」の目指す 17のゴールのうち、①「貧困を

無くそう」、③「すべての人に健康と福祉を」、④

「質の高い教育をみんなに」は、私たちにも取組み

が可能であり、ワイズや YMCAの問題意識にも通ず

るものです。中でも「貧困」「教育の不足」は、ア

フリカ等の問題と考えがちですが、私たちは、近く

に「貧困」に苦しみ、「教育」が不十分な状況にあ

る人々が存在することを知っています。私たちは、

表面化しづらいこれらの問題に関わり、また、応援

をしています。更にもっと多くの人に知ってもらう

努力も必要でしょう。こんなワイズの活動が社会の

役に立ち、それが共感を呼び、結果仲間が増える。

2022年はそんな正のサイクルが回ることを期待して

います。 （綿引康司記）
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メンバー 4名 BF ファンド

在籍 9名 メーキャップ 3名 切手 g (今年度累計 ｇ) オークション 0円
(内広義会員1名) 出席率 88％ 使用済み切手､少しでもご持参ください (今年度累計 0円)
例会出席25名 メネット 1名 ぽんぽこファンド 8,800円 スマイル 0円
(リアル21名Zoom4名) ゲスト･ビジター 20名 (今年度累計 8,800円) (今年度累計 0円)

在京ワイズ合同新年会プログラム
(当クラブでは、1月例会として位置付けます）

日時：1月 8日(土) 13:00～15:00
会場：オンライン（Zoom）

（クラブ会長は東京 YMCA東陽町センターにリアル出席）

《第 1部》 司会：今井武彦(東京むかで)
・開会点鐘 東京むかでクラブ会長 土井宏二

・聖句朗読 今井武彦

・新年挨拶 東京 YMCA総主事 菅谷 淳

東日本区理事 大久保知宏

《第 2部》 司会：城井廣邦(東京むかで)
特別講演

「思い出のランドセルギフトにご協力を！」

－タリバンの心を動かした人－

講師：NGOジョイセフ 甲斐和歌子さん

《第 3部》

・各クラブのアピール

・東京 YMCA連絡他

・閉会点鐘 東京むかでクラブ会長 土井宏二

2021～2022 年度 主題

クラブ会長 伊藤幾夫「楽しさをシェアしよう！」

東新部部長 松香光夫(東京町田コスモス)
「何が問題か､どうしたら良いか､道は一つではない」

東日本区理事 大久保知宏(宇都宮)「私たちは 次の世代のために 何ができるか？」

アジア太平洋地域会長 大野 勉(神戸ポート)「100年を越えて変革しよう」

国際会長 キム・サンチェ(韓国)「世界とともにワイズメン」

《クラブ役員》会長 伊藤幾夫 直前会長 深尾香子

書記 田中博之 会計 綿引康司 担当主事 小野 実

1月の Happy Birthday
メネット 石川佑子(26日)
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12 月例会報告
12月 11（火）15時から、今年度 3回目の 3クラブ合
同例会が、東京町田コスモスクラブの幹事で、東京
町田 YMCA「市民クリスマスの集い」の位置づけで

開催されました。会場は、改築されたばかりの日本
基督教団原町田教会。リアルと Zoom のハイブリッ
ド開催でした。

第 1 部は、「クリスマス礼拝」。原町田教会宮島牧
師に「飼い葉桶の前に置く」と題する説教をいただ
きました。司会は、東京町田コスモスクラブの今村

さん、奏楽は、教会の桑原良子さん、東京町田スマ
イリングクラブ（休会中）の竹野美歩さんには讃美
歌を独唱いただきました。礼拝献金（15,156円）は、

東京 YMCA国際協力募金に贈呈されました。

第 2 部は、会場を礼拝堂隣の「ホール」に移しての
「クリスマス祝会」。司会は、Zoom参加の東京町田
コスモスクラブ担当主事の古市さんでした。

プログラムは、秋永さんのマリンバ演奏で始まり、

各クラブ会長のメッセージ、竹野さん、竹尾さん（東
京町田スマイリングクラブ。休会中）、小松さん（厚
木クラブ）による「クリスマス賛歌」、プレゼント

交換など。最後に全員で「きよしこの夜」を歌い、
17時に閉会となりました。ぽんぽこ農園のサツマイ
モを販売し、持参した 8袋を完売いたしました。

当クラブでは綿引さんが受付、田中が開会祈祷、映
像・音声サポートを行い、石田さんからはこどもた
ちへのプレゼントの提供がありました。 （田中記）

《当クラブの出席者》【メンバー】伊藤、田中、藤

田、綿引【メネット】藤田、【コメット】伊藤江理

夫【メーキャップ】石田、小野、深尾

12 月第 2 例会（運営会議）報告
12月 13日（月）19:00から、Zoomで 12月の第２例

会が開催されました。例会報告、会計報告、1月ブリ

テン構成の他に、以下のことが話し合われました。

 第 3回プランター栽培講座の参加者に修了証を発

行する。

 第 4 回プランター講座:2022 年 4 月頃開催を目指

し、一般の参加も検討する。

 佐々木清勝さんの入会日を 1月 1日として、入会

手続きを進める。

 伊藤江理夫さん（伊藤幾夫さんのコメット）の入

会を承認し、2月例会で入会式を行う。

 広義会員の会費を今年度下期から月額 1,500 円

（半期 9,000円）とする。

 2 月例会は当クラブの幹事による 3クラブ合同例

会で、２月 1 日（火）に Zoom にて実施する。ゲス

トスピーチを山田公平東日本区国際・交流事業主任/
次々期東日本区理事（宇都宮クラブ）に依頼する。

 次々期理事/次期財政監事の当クラブとしての推

薦は行わない。

≪出席者》6名:石田､伊藤､小野､田中､深尾､綿引

「東日本区 CS･Y サ事業主任」として
12月度報告：深尾香子

●アジア太平洋地域 Food&Heritage 委

員会にて、ワイズ 100周年の記念事業

としてレシピ集の編纂を目指してい

ます。そこで、各地の家庭料理、郷土

料理を、夫々の料理にまつわるお話し

と共にお持ち寄り下さい。応募要領は

[yscom.8288]に掲載されています。

●東日本区の次年度役員が選出されつつあります。6
月 4，5日の区大会は「ホテル東日本宇都宮」での開

催が決まりました。

●ワイズ・ YMCA パートナーシップ委員会による

Y‘ｓ×SDGs Youth Action の公募が始まりました。こ

れは身近にいるユース世代が考える地域の課題を聴

き、解決のために共に歩もう、という新しい活動で

す。YMCAのユースリーダーだけでなく、一般の方

々にも応募資格がありますので、[yscom.8274]を確認

し、声を掛け、エントリーをして下さい。

ＢＦ切手
使用済み切手をお持ちの方は、1月中に担当の藤田ま

でご連絡ください。提出期限が迫っているため、少

しでも結構ですので、よろしくお願いいたします。

BFとは「Brotherhood Fund」の略で、BF代表や国際

役員の公式旅行の費用に充当するために、全ワイズ

メンが積み立てる基金です。集めた使用済みの切手

を換金し、無から有を生み出すことが、この活動の

原点です。ご協力をお願いいたします。（藤田記）
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新入会 歓迎！佐々木清勝さん

紹介者：石田孝次

佐々木清勝さんの人となりを

ご紹介します。ワイズ流の堅苦

しい紹介ではありません。ご本

人の持ち味や特異な「技」を通

して佐々木さんを身近に知っ

ていただき、その人柄を彷彿させる紹介になればと

思っています。

佐々木さんは、昭和 24年 4月に佐賀県伊万里市のお

生まれです。私とは、銀行員時代に鎌倉でご一緒し

ました。熱血漢で、鬼軍曹として大口預金獲得の最

前線で主導的な活躍をされ、バブル絶頂期の「あの

鎌倉支店」に数多くの栄冠をもたらしてくれた人で

す。趣味は多彩で、プロ級の腕前は、何といっても

船釣りと魚の裁き。みんなに感謝される「技」の領

域では、「包丁研ぎ」から芝刈り、植木の剪定、水

回りや家庭の配線回り、家電の修理点検、日曜大工

仕事、自家用車や自転車・車いすの修理点検などな

ど挙げるとキリがありません。農園には佐々木さん

手作りの農工具や棚があります(笑)。それほど器用で

まめな人なんです。また、今更申し上げることでも

ありませんが、ぽんぽこ農園を始めた時からクラブ

に関わってくれています。佐々木さんが無かりせば、

ぽんぽこ農園の存続はなかったと思います。陰ひな

たなく一人で農園の土作りや掘り起こし、石ころの

選別などに黙々と取り組んでくれています。と言う

ことで晴れて広義会員として仲間入りをいただきま

した。こんな心強いことはありません。うちのクラ

ブのボランティア活動の質・量を高める上で最高の 4
番バッターの登場です。

東新部次期役員準備会(その 1)

わがクラブの深尾さんが2022～2023年度の東新部部

長を務められます。その準備活動がいよいよスター

トします。その第 1弾として、標記の準備会が次の

ように開催されます。

日時：2022年 1月 22日(土)18:30～20:00
開催方式：オンライン（Zoom）

ここで、深尾さんから活動方針および活動計画が示

されます。これを受けて、各事業主査は、次の準備

会（3月 12日(土)）で各事業計画を立てることにな

ります。部 3役として、書記伊藤、会計綿引さんが

深尾さんをお支えすることになります。クラブのみ

なさんのバックアップもよろしくお願いします。

（伊藤記）

多摩市社会福祉協議会への協力
12/1７(金)～19（日）に実施された、フードパントリ

ー（食料無料配布事業）の第２弾に、井上さん、峰

岸さん、佐々木さん、石田さんが手分けして、前日

（12/16）を含め、集まった食材の仕分け、重量計測、

受取人数に合わせた分配、点検、当日は受付、誘導

（駐車場含む）、申込者への配布に参加しました。

今回は 8 月頃から準備が出来ていたので 200件を越

える支援者（個人、企業、団体）から 3,300キロ超の

食材や日用品が集まりました。この他に 150 万円余

りの寄付金があり、食材等の偏りを無くすために利

用されました。その結果 151世帯、494名（1人あた

り米 3 キロを含む 6 キロ強）が配布することが出来

たそうです。

食材と日用品（他に、子どもには少しのお菓子など）

を持ち帰った方々は、家族の健康、仕事の不調、学

業と生活の両立等いろいろな不安の中でホッとする

ことが出来たようです。

この事業は、当クラブ 5 月例会で卓話者となったボ

ランティアセンター長の大久保さんと、同職員の宮

原さんによって呼び掛けられたもので、私たちは夏

季から参加していますが、残念ながらコロナ禍はま

だまだ続くことが予測されます。今後も呼び掛けが

あれば、皆さんにお知らせをしますので引き続きの

ご協力をお願いします。 （深尾記）

【後期会費納入のお願い】 会計：綿引

ワイズメンズクラブは、1 月から年度後期となります。会費

の納入をよろしくお願いいたします。

なお、後期会費は18,000円（月額3,000円×6カ月） で

す。（広義会員は 9,000 円）

また、ミャンマー YMCA の支援募金、2 月の自主献金も

ぜひご協力ください。（会計：綿引康司記）

振込先 多摩信用金庫 桜が丘支店 普通 0251660

「東京多摩みなみワイズメンズクラブ」

ぽんぽこ農園便り
12月 7日(火)、13時からぽんぽこ農園でサツマイモ

の収穫作業をお行いました。本来もっと早い時期に

収穫を終えてい

るはずでしたが、

雨による日程変

更や作業日程の

調整がつかず、伸

び伸びとなって

いました。収穫作

業なのでできる

だけ参加者が多

い方が、喜びも大
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きいと思いこ

の日になりま

した。クラブ

からは、田中

さん、伊藤さ

ん、佐々木さ

んと私、石田、

東京八王子ク

ラブの小口さ

んとご友人の稲葉さんの６人が参加してくれました。

作業途中の雨が心配されましたが、何とか間に合い

無事収穫作業を終えることができました。みんな期

待を込めて畑を掘り起こしましたが、作柄は、思っ

たほど採れず、サイズも大小様々でした。大きなサ

ツマイモには傷が入り割れ目も見られました。数量

的には、40kg前後だと思います。

粘土質の土地で酸性度もきつく、また、植え付けた

時期も遅れたのが影響しているかも知れません。後

に田中さんがインターネットで調べてくれ、栽培過

程での問題もあったようです。今後の参考にして行

きます。ともあれ、参加した人で一部を買い取り、

他所に出せるものを選別し、11日(土)の 3クラブ合

同クリスマス例会と 18日（土）の東京八王子クラブ

の 18日(土)の例会で田中さんが、出張販売してくれ

ました。みなさんのご協力でサツマイモの総売上げ

は、3,500円になりました。ありがとうございました。

これで、ぽんぽこ農園の 11月の大根 2,100円、里芋

15,900円を合わせると合計 21,500円の売上貢献があ

りました。 （石田記）

東新部 EMC セミナー
日時：2022年 2月 12日 13:30～15:30
ハイブリッド形式(東陽町センター＆Zoom)
発題者として次の 3名の方を予定しています。

・伊藤幾夫「プロジェクトの振り返り」

・深尾香子「ラストスパートの具体策」

・城井廣邦(東京むかで、次々期部長)
「ポスト 2022を展望」 (伊藤記)

YMCA ニュース 担当主事 小野 実

◆東京 YMCA報告

・ 12月から 3 月にかけての YMCA キャンプは、感

染症対策を講じた上で実施します。特にスキーキャ

ンプは、2年ぶりの開催となります。すべてのキャン

プが無事に行われ、子どもたちにとってかけがえの

ない経験の場となりますようにお祈りください。

コロナ禍等で経済的困難にある家族についてはフレ

ンドシップファンドを活用した支援を行います。

◆今後の主な行事日程

・早天祈祷会 1月 5日（オンライン）

奨励者：田口努（日本 YMCA同盟総主事）

・第 16回子育て講演会 1月 29日（オンライン）

講師：汐見稔幸氏（東京大学名誉教授、

白梅学園大学名誉学長、日本保育学会理事）

テーマ：「ポストコロナ・これからの時代に向け

て！子育てで大切にしたいこと」

・「YMCAピンクシャツデー 2022」 2月 23日
・第 23回 libyチャリティーコンサート 3月 13日

会場：山手センター（オンライン配信もあり）

出演：越智光輝とゆかいな仲間たち／

三菱商事コーラス同好会（映像出演）

・第 31回チャリティーゴルフ大会 4月 14日
会場：PGM総成ゴルフクラブ

今月の強調月間の「PWA Legacy」について
ワイズメンズクラブ国際協会創設者のポール・ウイ

リアム・アレキサンダーの遺産（Legacy）のこと。

2022年の国際協会創立 100周年をターゲットとして、

創設者を顕彰し、また、国際協会の発展を図るプロ

ジェクトを実施しています。例えば、ワイズメンズ

クラブ発祥の地の米国・オハイオ州トレドにポール・

ウイリアム・アレキサンダーの墓碑の設置、国際協

会の記録文書のデジタル化、新しい国際奉仕プロジ

ェクトの開設など。プロジェクトに必要な資金を、

ポール・ウイリアム・アレキサンダー遺産基金とし

て、2019/20年度から 3年間で世界のワイズメンズク

ラブ会員から 100万米ドルの献金を募っています。

これからの予定
＊1/8(土 ) 在京ワイズ合同新年会 Zoom 13:00～
15:00 当クラブは「1月例会」の扱いとします。

＊1/10(月) 第 2例会 19:00～ Zoom
＊1/10(月) 後期半年報提出

＊1/22(土) 部次期役員準備会Ⅰ 18:30～Zoom
＊2/1(火) 3クラブ合同例会 19:00～Zoom
＊2/7(月)(変更もあり)第 2例会「部長公式訪問」

＊2/12(土) 東新部 EMCセミナー（左記）

＊2/15(火) 後期区費、各種献金納期

編集後記おめでとうございます！2022年の幕開け。新年は Change! 2022 の最終年。深尾部長の年度です。

Change! 2022のラストスパートに期待！（伊）


